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革新的なアーティストに贈られる「ヒューゴ ボス賞」
に輝いた、ニューヨーク在住のアニカ・イー。

匂いやテクスチャーなど五感に訴える作品が話題を
呼ぶ、今もっとも勢いのある作家のひとりだ。

MITでも創作を展開、バイオテクノロジーも駆使する
彼女が目指すこれからのアートとは？

新鋭作家が切り拓く
アート最前線

Photo  K O H E I  K A W A S H I M A ( A n i c k a )   
Hair & Makeup  A Y A  K U D O @ s e i t o m o k o   

Realization  M A N A M I  F U J I M O R I

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
拠
点
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ア
ニ
カ
・
イ
ー
の
近
年
の
活
躍
は
目
覚
ま

し
い
。
内
外
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
へ
の
参

加
や
メ
ジ
ャ
ー
な
美
術
館
で
の
個
展
開
催

が
続
き
、
昨
年
秋
に
は
、「
ヒ
ュ
ー
ゴ 

ボ

ス
賞
」
を
受
賞
。
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
主
催
の
こ
の
賞
は
、
革
新
的
で
影
響
力

あ
る
現
代
作
家
に
与
え
ら
れ
る
賞
と
し
て

有
名
だ
が
、
何
よ
り
の
注
目
は
、
彼
女
の

ア
ー
ト
が
奇
妙
で
不
思
議
、
実
に
ユ
ニ
ー

ク
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
草
花
を
天
ぷ
ら
の
よ
う
に
揚
げ
た
作
品
、

賞
味
期
限
切
れ
の
ミ
ル
ク
を
使
っ
た
作
品
、

果
て
は
、
微
生
物
や
細
菌
を
培
養
し
た
作

品
な
ど
、
素
材
も
手
法
も
通
常
の
ア
ー
ト

の
概
念
を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
の

会
場
に
も
漂
う
微
妙
な
匂
い
。
自
然
の
芳

香
も
あ
れ
ば
、
ツ
ン
と
鼻
を
つ
く
腐
敗
や

発
酵
特
有
の
臭
い
も
あ
る
。

 

「
ア
ー
ト
は
普
通
、
見
る
こ
と
＝
視
覚
が

強
調
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
嗅
覚
や
味
覚
、

触
覚
な
ど
も
っ
と
別
の
感
覚
を
ア
ー
ト
体

験
に
持
ち
込
め
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
匂

い
の
場
合
は
、
記
憶
や
思
い
出
を
呼
び
起

こ
し
た
り
、
社
会
的
、
政
治
的
な
意
味
合

い
を
も
た
ら
し
た
り
し
ま
す
。
香
り
そ
の

も
の
が
作
品
で
あ
る
よ
り
、
背
景
を
な
す

物
語
が
重
要
な
の
で
す
」

　
な
る
ほ
ど
、
別
離
や
喪
失
の
テ
ー
マ
と

結
び
つ
い
た
イ
ー
の
初
期
の
作
品
は
、
ポ

エ
テ
ィ
ッ
ク
な
香
り
に
満
ち
て
い
た
。
近

年
の
彼
女
の
関
心
は
し
か
し
、
衛
生
上
の

問
題
や
伝
染
の
恐
怖
を
伴
う
臭
気
で
あ

り
、
と
き
に
そ
れ
は
女
性
蔑
視
の
対
象
と

も
な
る
。
そ
ん
な
構
想
の
も
と
に
始
ま
っ

た
一
連
の
展
示
で
は
、
女
性
１
０
０
人

の
口
腔
や
腋
の
下
、
膣
か
ら
集
め
た
と

い
う
D
N
A
サ
ン
プ
ル
の
集
合
体
が
登

場
。
新
し
い
〝
女
の
香
り
〞
を
生
成
す
べ

く
、
会
期
中
、
巨
大
な
寒
天
の
上
で
培
養

さ
れ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
な
野
心
作
と
し

て
大
い
に
注
目
を
集
め
た
。

科
学
者
と
の
共
同
作
業
で

ア
ー
ト
の
領
域
を
押
し
広
げ
る

　
奇
想
天
外
な
が
ら
、
昨
今
の
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
も
通
じ
た
イ
ー

の
ア
ー
ト
。
制
作
の
背
景
に
は
、
ボ
ス

ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

（
M
I
T
）
が
主
宰
す
る
「
芸
術
・
科
学
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
」
の
招
聘
作
家
と

し
て
過
ご
し
た
、
貴
重
な
1
年
が
あ
る
よ

う
だ
。「
科
学
者
と
の
共
同
作
業
は
素
晴

ら
し
い
経
験
で
し
た
。
人
類
の
答
え
は
す

べ
て
生
物
学
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

最
新
作
で
は
、
植
物
と
動
物
と
合
成
素
材

が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

彫
刻
を
手
が
け
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
展
開

を
見
せ
て
い
る
。

　
科
学
に
し
ろ
、
ア
ー
ト
に
し
ろ
、
イ
ー

は
専
門
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
が
何
な
の
か
、
そ
れ

を
知
る
た
め
に
多
く
の
経
験
を
積
み
上

げ
て
き
た
と
言
う
。「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
長
い
時
間
が
か
か

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」。
そ
ん
な
イ
ー

が
、
い
ま
所
属
す
る
画
廊
と
出
会
っ
た
の

は
、
２
０
０
９
年
の
こ
と
。
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
の
雑
居
ビ
ル
、
住
所
を
そ
の
ま
ま
画

廊
名
に
し
た
若
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
ア

ン
ト
ワ
ン
・
カ
タ
ー
ラ
、
ジ
ョ
ッ
シ
ュ
・

ク
ラ
イ
ン
、
ア
リ
サ
・
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
ら
、

後
に
ポ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
代
と

し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
面
々
が
集

ま
っ
て
い
た
。「
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
私

に
と
っ
て
も
重
要
な
転
換
期
で
し
た
。
権

威
の
声
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
機
会
を
作
ろ
う
。
自
分
た
ち
で
状
況
を

作
り
出
そ
う
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
」

　
イ
ー
に
と
っ
て
目
下
一
番
の
関
心
事
は
、

4
月
か
ら
始
ま
る
「
ヒ
ュ
ー
ゴ 

ボ
ス
賞
」

受
賞
記
念
の
展
覧
会
だ
ろ
う
。「
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
続
け
る
だ
け
。
で
も
、

野
心
的
な
展
示
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
」

と
、
に
っ
こ
り
。
柔
ら
か
な
口
調
の
な
か

に
も
自
信
と
覚
悟
に
溢
れ
た
、
力
強
い
言

葉
だ
っ
た
。

アーティストとして
本当にやりたいことができるようになるには

長い時間がかかる

ヒューゴ ボス賞記念のオブジェを手にするア
ニカ・イーを囲んでヒューゴ ボスCEOのマーク・
ランガー（左）とグッゲンハイム美術館館長リ
チャード・アームストロング。受賞記念の展覧
会は、タワー館５階を会場に４月21日〜７月5
日開催。www.guggenheim.org

Hugo Boss Prize
グッゲンハイムで個展を開催！

Courtesy of the artist and 179 Canal, New York. Photo: Margaret Lee

Courtesy of the artist, 47 Canal, New York, and the 
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Courtesy of 47 Canal, New York and Fridericianum, 
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Courtesy of the artist, 47 Canal, New 
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Hänger

《クルージン・フォー・ブルージン》（2009）　
2009年のグループ展「無名たち」に出品された初期の作品。ゼラチンなど食材や、天ぷらの衣を
つけて揚げた草花など、奇妙な素材で一躍注目された。作品タイトルは「あえて危険の中へ」の意。

ニューヨークのアートスペース「ザ・キッチン」
で開催された個展「私のことFって呼んでい
いわよ」（2015）から、写真上は《より新し
い野菜を掴んで》（2015）。アーティストや
キュレーターらアート界で活 躍する女 性
100人のDNAサンプルを集めて培養した
バクテリアの大作。年代もののワインのよ
うな複雑な芳香で会場を満たした。写真左
は、メイン・ギャラリーの展示風景。検疫所
風テントの中で合成物質の実験が進行中。

スイスのバーゼル美術館で開催され
た個展「7,070,430Kのデジタルス
ピット」（2015）展示風景から。巨大
なシャボン玉内部に密閉された草花
は、花弁や茎など部分ごとに天ぷら
の衣をつけて油で揚げられ、全体が
樹脂で固められている。匂いは失われ、
脆弱、腐敗、暴力的な力の均衡の中
に異様な触感が浮かび上がる。

《明日が来れば》（2016）
ドイツのカッセル市フリデリチアヌム美術館で開催された
個展「ジャングル・ストライプ」（2016）の中の造花シリー
ズの１点。鳥の皮膚を連想させるシリコンのフレームにア
マゾンの熱帯植物をモデルにした樹脂の花が妖艶。

1971年、韓国ソウル生まれ。2歳で家
族とともにアメリカに移住。1997年、西
海岸からニューヨークに移転し、コピーラ
イターやファッション関連の仕事を経て、
2000年代後半から制作活動に専念。リ
ヨンビエンナーレなど国際展の出展多数。
2017年ホイットニービエンナーレ選抜。
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